

















































 読解と背景知識に関する研究は、英語圏における EFL および ESL を対象にしたものが
多い。たとえば、Langer, J. A. & Nicolich, M.(1981)では高校の最上級生を対象に 事前知
識が本文の 1 節を思い出すのに効果があることを実証しており、Johnson, P. (1982)では英
語を第二言語とする大学レベルの学生にハロウィーンを題材として調査を行い、背景知識































































   宗教（お天道さま、冥土など） 
生活・習慣（炬燵、銭湯など） 
   言語（日本語の呼称など） 
   ステレオタイプ（富士のイメージなど） 
 
社会 労働（児童労働、フリーターなど） 
   教育（塾など） 
   自然現象（地震など） 
   地域・スポーツ（草野球など） 
   戦争（原爆など） 
   環境（温暖化など） 







































１（  ）おはようございます 
















































性別 つながる国 来日時期 家庭内言語 第一言語
C1 女 中国 2010.1 中国語 中国語
C2 男 中国 2011.8 中国語 中国語
C3 男 中国 2011.2 中国語 中国語
C4 男 中国 2010.2 中国語 中国語
C5 女 中国 2010.1 中国語 中国語
C6 女 中国 2010.6 中国語 中国語
C7 女 中国 2010.6 中国語 中国語
C8 女 中国 2011.6 中国語 中国語
C9 男 中国 2011.2 中国語 中国語
C10 男 中国 2007.7 中国語 中国語
C11 男 中国 2012.8 中国語 中国語
JF1 男 フィリピン 日本生まれ 日本語 日本語
JF2 女 韓国 3歳 日／韓 日本語
JF3 女 台湾／日本 日本生まれ 日本語 日本語
J1 男 日本 日本生まれ 日本語 日本語
J2 男 日本 日本生まれ 日本語 日本語
J3 男 日本 日本生まれ 日本語 日本語
J4 男 日本 日本生まれ 日本語 日本語
１（  ）サッカー選手
せんしゅ
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C1 C2 C3 C4 C5 C6 C7 C8 C9 C10 C11 FJ1 FJ2 FJ3 J1 J2 J3 J4 正
1 ✓ ✓ ✓
2 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
3
C1 C2 C3 C4 C5 C6 C7 C8 C9 C10 C11 FJ1 FJ2 FJ3 J1 J2 J3 J4 正
1 ✓ ✓
2 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
3 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
C1 C2 C3 C4 C5 C6 C7 C8 C9 C10 C11 FJ1 FJ2 FJ3 J1 J2 J3 J4 正
1 ✓ ✓
2 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓






















   
    
 （ a ）  （ b ）   （ c ）   （ d ）  （ e ） 
 
  





















       
C1 C2 C3 C4 C5 C6 C7 C8 C9 C10 C11 FJ1 FJ2 FJ3 J1 J2 J3 J4
１a 〇 ？ ？ ？ ？ 〇 ？ ？ ？ 〇 ？ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
b 学 家 家 ト 家 家 室 室 学
２a ？ ？ ？ × 〇 ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ × ？ ？
　b ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ 〇 ？ 〇 〇 〇 〇 〇
３a △ 〇 ？ ？ 〇 △ △ △ ？ 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
b × × × × 〇 × × ？ 〇 〇 〇 〇 ？ 〇 〇
４a ？ ？ ？ × ？ × ？ ？ × × ？ ？ × × ？ 〇 × 〇
b ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ 〇 ？ × 〇 〇 × 〇
c ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ × ？ × 〇 × × 〇 〇 ×
5 6,7 8 9 8 9 9 8 6 9 7 9 6 9 10 5 7 8 9
６b 〇 〇 〇 〇 〇 無 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
８a 〇 〇 × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇
  b 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇
９a × × × × × △ △ × × × × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇
10a × × ？ × × × × × × × 〇 × × × 〇 × 〇 ×
  b ？ ？ ？ ？ × × × △ 〇 × 〇 〇 × × × 〇 × ×
11a ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ △ ？ ？ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
  b ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ △ ？ ？ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
12b 〇 × △ × × 〇 ？ 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
c 〇 × × × × × ？ 〇 × × 〇 × 〇 × × 〇 ？ ×
d 〇 〇 ？ 〇 〇 〇 ？ 〇 〇 ？ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
13a ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
  b 〇 〇 〇
  c 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇
  d 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇
  e 〇 〇
  f 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇
  g 〇 〇
  h 〇 ◎ 〇
  i 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
  j 〇 〇 〇
15a × 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × ×
  b 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 両
  c 家 家 病 家 家 家 混 家 両 両 家 家 家 病 家 ホ 家 両


















































































  J4 は祖父母と別居し、介護は病院がいいと回答。同居と介護に関する一般的な場合に
ついてはどちらもいろいろだと回答している。 
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